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漁
業
収
入
安
定
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書

漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
は
、
不
漁
時
に
於
け
る
漁
業
者
の
収
入
を
補
償
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
平
成
二
十
三
年
度
末
の
加

入
率
が
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
水
産
庁
が
加
入
率
の
目
標
を
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
計
画
を
立
て
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
大
き
な
乖
離
が
あ
る
も
の
と
危
惧
す
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

現
在
の
加
入
率
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
別
で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

二

現
在
の
加
入
率
を
、
国
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、

野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
の
利
用
実
績
に
つ
い
て
都
道
府
県
別
で
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

四

水
産
庁
が
掲
げ
る
約
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
入
率
の
設
定
は
、
近
い
将
来
達
成
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
加
入
率

の
目
標
設
定
に
つ
い
て
見
直
し
を
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

加
入
率
が
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
の
制
度
の
中
身
を
抜
本
的
に
見
直
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

一



六

漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
は
、
乱
獲
を
防
ぐ
狙
い
も
制
度
の
機
能
と
し
て
あ
り
、
つ
ま
り
資
源
管
理
の
面
に
お
い
て
も
貢

献
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
資
源
管
理
の
観
点
か
ら
こ
の
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
、
国
は
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の

か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


